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Mishacocha Macho Cerro Agopiti


図12-1．ペルー北部カハマルカ盆地周辺から得られた


泥炭堆積物とその較正暦年代．













表12-1 カハマルカ盆地周辺で得られた放射性炭素年代
採集地 南緯 西経 標高 試料 深さ 14


C年代 暦年代
*) 分析機関番号 測定法


(m)  (cm) （年 B.P.） （年 B.P.）
Cerro Agopiti 7゜20'25" 78゜21'25" 3,890 peat 55-56 510　± 40 555-505 Beta-188067 AMS
Cerro Agopiti 7゜20'25" 78゜21'25" 3,890 peat 110-111 1,010　± 40 970-900(-810) Beta-188068 AMS
Cerro Agopiti 7゜20'25" 78゜21'25" 3,890 peat 160-161 6,630　± 50 7,590-7,435 Beta-188069 AMS
Cerro Agopiti 7゜20'25" 78゜21'25" 3,890 peat 215-216 10,450　± 60 12,840-11,950 Beta-188070 AMS
Cerro Agopiti 7゜20'25" 78゜21'25" 3,890 peat 268-269 7,390　± 40 8,325-8,150 Beta-182341 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 65-66 1,140　± 40 1,165-955 Beta-188061 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 130-130 2,480　± 40 2,735-2,360 Beta-188062 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 200-202 3,070　± 40 3,370-3,195 Beta-188063 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 269-270 3,600　± 40 3,985-3,830 Beta-188064 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 338-339 8,330　± 40 9,465-9,260 Beta-188065 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 415-416 13,080　± 50 16,085-15,265 Beta-188066 AMS
Mishacocha Macho 7゜06'39" 78゜10'21" 3,786 peat 478-479 13,910　± 50 17,035-16,330 Beta-182342 AMS


*)
"INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration" (Stuiver et al.  1998)による．
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表12-2 アゴピチ山湿原で出現した花粉・胞子分類群
和名 学名


マキ属／マツ属 Podocarpus/Pinus  id.
マオウ属 Ephedra
ヤマモモ属 Myrica  comp.
ハンノキ属 Alnus
イラクサ目 URTICALES sim.
ギシギシ属 Rumex  comp.
スベリヒユ属 Portulaca comp.
ナデシコ科 CARYOPHYLLACEAE undiff.
ツルノゲイトウ属 Alternanthera sim.
アカザ科／ヒユ科 CHENOPODIACEAE/AMARANTHACEAE
カラマツソウ属 Thalictrum comp.
キンポウゲ科 RANUNCULACEAE comp. undiff.
アカエナ属／ポリレピス属 Acaena/Polylepis  comp.
バラ科 ROSACEAE comp. undiff.
マメ科 LEGUMINOSAE sim.
ワインマニア属 Weinmannia sim.
フウロソウ属 Geranium comp.
ウルシ科 ANACARDIACEAE comp.
モチノキ属 Ilex
アオイ科 MALVACEAE comp. undiff.
ウリ科 CUCURBITACEAE sim.
ウコギ科 ARALIACEAE sim.
セリ科 UMBELLIFERAE comp.
ツツジ科 ERICACEAE comp.
ツルマンリョウ属 Myrsine comp.
イソマツ科 PLUMBAGINACEAE comp.
ハイノキ属 Symplocos sim.
モクセイ科 OLEACEAE sim.
リンドウ科 GENTIANACEAE comp. undiff.
ヤエムグラ属 Galium sim.
アキギリ属 Salvia sim.
ゴマノハグサ科 SCROPHULARIACEAE sim.
ノウゼンカズラ科 BIGNONIACEAE comp. undiff.
オオバコ属 Plantago comp.
オミナエシ科 VALERIANACEAE
キキョウ科 CAMPANULACEAE comp. undiff.
キク亜科 ASTEROIDEAE undiff.
タンポポ亜科 LACTUCOIDEAE comp.
ヒルムシロ属 Potamogeton sim.
ユリ科 LILIACEAE undiff.
リュウゼツラン科 AGAVACACEAE undiff.
イネ科 GRAMINEAE undiff.
ガマ属／ミクリ属 Typha/Sparganium  comp.
カヤツリグサ科 CYPERACEAE undiff.


不明花粉 Unknown pollen


ヒカゲノカズラ属 Lycopodium comp. undiff.
イワヒバ属 Selaginella sim.
ゼンマイ科 OSMUNDACEAE sim. undiff.
ヘゴ科 CYATHACEAE comp. undiff.
三条溝型胞子 trilete spores undiff.
単条溝型胞子 monolete spores undiff.


id.     (identical to) 同定される
comp.   (comparable to) いくらか疑いがある
sim.    (similar to) 比定される
undiff. (undifferentiated) その分類群のなかで区別できない
/       (and/or) 両方またはいずれか一方
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そのそのそのその花粉分析花粉分析花粉分析花粉分析 


米林 仲（立正大学） 


 


南アメリカ大陸の植生史は，van der Hammen（1974）によってコロンビアの熱帯山地に


おける最終氷期最寒冷期以降の植生の垂直移動が明らかにされた．その後，Markgraf (1993)


による中南米の気候変遷史の総説やパタゴニア高地での集中的な仕事を除くと，単発的な


仕事以外にはまとまった研究がない．そのため，南アメリカ大陸太平洋側における多様な


古代アンデス文明の盛衰の背景となった環境変遷史を，それぞれの地域で明らかにするこ


とは重要である． 


ペルーにおけるアンデス文明の歴史は，日本やペルーなどの調査隊の発掘によってかな


り明らかにされているが（加藤・関 1998），環境変遷史解明のための花粉分析は中部の湖


沼堆積物（Hansen et al. 1984）や北部のアンデス山脈東部（Hansen & Rodbell 1995）に限ら


れている．2002 年度の予備調査を受けた 2003 年度の現地調査において，花粉分析に適し


た柱状試料をアンデス山脈西側のカハマルカ盆地周辺の２地点から採取することに成功し，


帰国後，放射性炭素年代測定と花粉分析を行なった． 


 


１１１１．．．．調査地概要調査地概要調査地概要調査地概要 


ペルー北部のカハマルカ（7º10' S, 78º30' W, 標高 2750 m）は海岸砂漠地帯（コスタ）と


熱帯雨林地帯（セルバ）の間の山岳地帯（シエラ）に位置する．年平均気温は 14.9℃で季


節変化はほとんどなく，年降水量は 713 mm で，冬の６～８月にはほとんど降らない


（ONERN 1975）．自然植生は上部山地林（Luteyn & Churchill 2000）と考えられるが，人為


の影響が大きく，導入されたマツ属（Pinus radiata），イトスギ属（Cupressus sp.），ユーカ


リ属（Eucalyptus globulus）の植林や河畔林以外の高木林を見ることはできなかった．より


標高の高い周辺の山地はパラモあるいは湿潤プーナ（Luteyn & Churchill 2000）と呼ばれる


イネ科主体の高山草原が発達するが，牛をはじめとする家畜によって改変されていると考


えられる． 


アゴピチ山湿原（標高 3890 m）はカハマルカの南東約 25 km にあり，山頂近くの緩やか


な鞍部につながる谷の最上流部を埋めるように発達した湿原である．草本層にカヤツリグ


サ科が優占する部分や，キク科が優占する部分，草本層がまばらでミズゴケが優占する部


分などがある．周辺はイネ科に広葉草本を交える高山草原で，急傾斜地にはキク科低木の


群落も見られた．湿原の周囲は山頂を含む広い範囲が金網や石垣で囲われ，放牧された牛


の侵入を防いでいるが，山越えの道沿いにあるため，馬やロバは入ることができる． 


ミシャコチャ・マチョ湖（標高 3790 m）はカハマルカの東約 40 km にあり，カルスト凹


地とみられる長径数百 m の閉塞凹地に生じた湖である．周囲は一面のイネ科草地で，乳牛


が放牧されているが，裸地や土壌浸食がほとんど見られないため，採食圧はそれほど強く


ないと考えられる．また，所々に民家と自家用の小面積のジャガイモ畑が点在する．湖の


周囲や内部には開放水面と高さ 2 m 以上に達するカヤツリグサ科の抽水植物群落がある．







周辺にはクッション植物が点在する群落や，高さ数 10 cm のカヤツリグサ科植物が優勢な


湿性草本群落がある． 


 


２２２２．．．．堆積物堆積物堆積物堆積物とととと年代年代年代年代（（（（図図図図 12-1，，，，表表表表 12-1）））） 


アゴピチ山湿原では３ヶ所でヒラー型ハンドボーラーによってボーリングをした．泥炭


層の深さは上流側から順に 1.07，2.24，2.69 m であり，粘土あるいは砂層で終わった．泥


炭層が最も厚かった下流部の堆積物を花粉分析に供し，放射性炭素年代を測定した．深さ


285 - 269 cm が中粒砂で，それより上位は泥炭が卓越する．泥炭層中の深さ 197 - 182 cm と


156 - 139 cm には，それぞれ植物遺体を含むオリーブ褐色粘土と灰黄色粘土層を挟む．泥


炭層最下部の較正暦年代は 8,325 - 8,150 年 BP であった．深さ 215 cm の年代は 12,840 - 


11,950 年 BP で，下位の年代と逆転している．そのため，これら２つの年代を除外して考


えると，深さ 1.1m より上位の堆積速度は約 1.1mm/年，それより下位では約 0.09mm/年で


あった． 


ミシャコチャ・マチョ湖では 2003 年の水位が前年より低かったため，凹地中央近くの


水際のカヤツリグサ科湿性群落で 4.8 m の深さの堆積物を採取することができた．それよ


り深い部分と深さ 30-15 cm は水分が多く，回収できなかった．試料採取地点は，いわゆる


「ゆるぎの田代」（阪口 1974）であったため，480 cm より深い部分は水の層であったと推


定される．全体に泥炭が卓越し，244 cm より上位では未分解泥炭であった．また，275 - 270 


cmと265 -260 cmには泥炭中に細砂を混じえる．最下部近くの較正暦年代は，17,035 - 16,330 


年 BP で，更新世末期からの環境変遷を記録している．細砂混じり泥炭層の間にあたる深


さ 270 cm の年代は 3,985 - 3,830 年 BP で，それより下位では堆積速度が遅く，約 0.15 mm/


年であった．一方，それより上位では約 0.83 mm/年と 5 倍以上の堆積速度であった． 


 


３３３３．．．．アゴピチアゴピチアゴピチアゴピチ山湿原山湿原山湿原山湿原のののの花粉分析花粉分析花粉分析花粉分析 


 アゴピチ山湿原の最下流部の堆積物について花粉分析を行なった（図 12-2）．出現した


花粉は 44 分類群，シダ胞子は 6 分類群であった（表 12-2）．花粉百分率の算出の際には不


明花粉を含む花粉総数を母数とし，シダ胞子は除いた．なお，学名リスト中の同定の確か


さを示す接尾語は Maloney (1991)に，" / "記号は Birks & Birks (1980)によった． 


 主要な陸上植物花粉の消長から花粉ダイアグラムを Ag-1～4 の 4 つの局地花粉帯に分け


た． 


 Ag-1 (285-240 cm) 


 イネ科花粉とハンノキ属花粉が優勢で，キク亜科，アカエナ属／ポリレピス属，オオバコ


属の花粉が比較的多く出現した．また，イラクサ目，バラ科，リンドウ科，オミナエシ科


などの花粉が低率ながら連続的に出現した．全ての花粉帯の中でイネ科花粉が最も低率で，


ハンノキ属やアカエナ属／ポリレピス属花粉が多いことから，山地林植生であったと考え


られる．この花粉帯中部の較正暦年代は 8,325 - 8,150 年 BP であったが，上位の深さ 215 cm


の年代が 12,840 - 11,950 年 BP であったことから，約 1.2 万年前以前の堆積物と考えられ


る． 


 この花粉帯は，ガマ属／ミクリ属花粉の消長から Ag-1a 亜帯(285-270 cm)と Ag-1b 亜帯 


(260-240 cm)に分けられる．Ag-1a 亜帯はガマ属／ミクリ属花粉が優勢であることで特徴付







けられる．また，下位ではミズニラ属に比定される単条溝型シダ胞子が優勢であった．こ


れらのことから，当時のアゴピチ山湿原はミズニラ属が生育する浅い池で始まり，ガマ属


とミクリ属のどちらか，あるいは両者が優占するようになってから泥炭の堆積が始まった


と考えられる．Ag-1b 亜帯になると，ガマ属／ミクリ属花粉が減少した．また，中部でミ


ズニラ属とみられる胞子が増加し，最上部でカヤツリグサ科花粉が増加した．この時代を


通じて泥炭質の堆積物であるため湿原の状態であったと考えられるが，ミズニラ属胞子や


カヤツリグサ科花粉が短期間のピークをつくることから，ミズニラ属が生育する浅い開水


面や，カヤツリグサ科群落が湿原内で短期間に位置を変えていたのかもしれない． 


Ag-2 (230-200 cm) 


 イネ科花粉の増加とハンノキ属やアカエナ属／ポリレピス属花粉の減少で特徴付けられ


る．また，カヤツリグサ科花粉が上部に向かって増加した．これらのことから，やや乾燥


したため山地林が後退し，パラモあるいはプーナが拡大したと考えられる．また，この花


粉帯中部から得られた較正暦年代から約 1.2 万年前と考えられる． 


 


Ag-3 (190-140 cm)  


 オオバコ属やキク亜科花粉の増加と，ハンノキ属やアカエナ属／ポリレピス属花粉など


の減少によって特徴付けられる．ただし，オオバコ属やキク亜科花粉は花粉帯下部と上部


の粘土質堆積物の層準で増加し，中部の泥炭質堆積物の層準ではイネ科花粉が増加する傾


向がある．したがって，比較的広い水域が広がっていた時代には周囲にオオバコ属やキク


亜科が多く生育しており，湿原の時代はカヤツリグサ科が少なくイネ科が優占する植生だ


ったと考えられるが，環境条件との対応は不明である．中部の泥炭の年代が 7,590 - 7,430


年 BP であったことから，約 7,500 年前と考えられる．また，この花粉帯中部までにハン


ノキ属やアカエナ属／ポリレピス属，イラクサ目，ヤマモモ属の花粉が全体の時代を通じ


て最低の水準まで減少したことから，まとまった山地林は周辺になくなったと考えられる． 


Ag-4 (130-0 cm) 


 オオバコ属花粉の実質的な消滅と，カヤツリグサ花粉の増加，花粉帯途中からのオミナ


エシ科花粉の増加によって特徴付けられる．表層まで花粉組成の変化が少ないことから，


現在と同様な植生が成立し，今日まで続いているものと考えられる．深さ 55 cm の 555 - 505 


年 BP と 110 cm の 970-810 年 BP を花粉帯下限に外挿し，約 1,100 年前以降の堆積物と推定


される． 


 この花粉帯は，ハンノキ属やカヤツリグサ科花粉の増加から Ag-4a 亜帯(130-30 cm)と


Ag-4b 亜帯 (25-0 cm)に分けられる．ハンノキ属やカヤツリグサ科花粉の増加は湿潤化を示


唆する．また，Ag-4b 亜帯末期から出現するギシギシ属花粉は，ヨーロッパ原産の雑草で


あるエゾノギシギシ（Rumex obtusifolius）由来と推定される． 


 


４４４４．．．．まとめとまとめとまとめとまとめと課題課題課題課題 


 アゴピチ山周辺では約 1.2 万年前まで山地林が成立していた．しかしこの山地林は 1.2


万年前以降，後退し，約 7,500 年前には周辺から実質的に消滅した．現在につながる高山


草原は，約 1,100 年前には成立しており，それ以降大きな変化は受けなかった．しかし，2


～300 年前以降の湿潤化やヨーロッパ人の入植の影響も示唆された． 







 アゴピチ山湿原の堆積物では下位に年代測定値の逆転がみられたために，約 7,500 年前


以前の精度の高い年代推定ができなかった．本研究では最下部の年代が上部からの炭素の


混入によって若く測定されたと仮定したが，今後の検証が必要である．その結果によって


は年代の枠組みが大きく変わる可能性がある．また，層相と花粉組成の変化から，深さ 156 


- 139 cm の粘土層とその直上の泥炭層との間には大きな時間間隙があると考えられる．そ


のため，約 7,500 年前から約 1,100 年前までの間の植生変化を明らかにできなかった．本


研究ではまた，従来の研究で示されている重要と考えられるいくつかの花粉・胞子分類群


については，直接参照できなかったため同定し得なかったか，同定した場合も確かさが低


い．これらの分類群にはジェメソニア属（ホウライシダ科），プヤ属（パイナップル科），


ヘディオスムム属（センリョウ科），ワインマニア属（クノニア科），セクロピア属，エノ


キグサ属，オオバアカメガシワ属（トウダイグサ科），グンネラ属（グンネラ科），ミコニ


ア属（ノボタン科），ドドネア属（ムクロジ科），ウラジロエノキ属／ロザネラ属（ニレ科）


が含まれる．また，いくつかの層準では大量の微小炭が含まれていたものの，計数するこ


とができなかった． 


 これらのうち，いくつかは比較的簡単に解決可能と考えられるため，順次，解決を図り


たい． 
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